
 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 H３1.０２.２８ 

NPO法人 みのり福祉会 

児童デイサービス そら 

いつも 2月は「とにかく寒い！」というイメージですが、今年は平年より気温が高く暖冬となったようで

す！ 

でも、雪は降るし道路は凍るしインフルエンザは流行るし…と、冬を感じる場面も多い 2月でしたね 

気温の変化の大きさに子どもも大人もついて行くのが大変…！ 

3月も気を緩めることなく、気を付けて新学期・新生活を迎えましょう 

https://hiyokoyarou.com/rappa-eeoto/
https://hiyokoyarou.com/metorono-mu/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

このコーナーは、そらレター担当：菅野の妹（通称まりりん）の

お話です♪ 
まりりんは、９つ離れていて知的障害がある。2 月はバレンタインということで、まりりんのバレン

タインのことを思い出した。私が高校生のころ、毎年友達に配るため、バレンタイン前夜にお菓子作り

をしていた。私自身、甘いものが苦手なため、お菓子は必ずチョコレート（生チョコやトリュフ）にす

るのではなく、スコーンやパイの実など少し工夫したものを作るこだわりがあった。そのため、バレン

タイン前夜よりもっと前に、一度試し作りをしていた。そのときの試食係はもちろん家族で、まりりん

は特にハンター級だった…。私がキッチンで何かをしているところを、何度か覗きに来ては偵察し、私

に追い払われ、何か違うことをしてお菓子が完成することを待っていた。匂いがすると、再び気になり

始め、完成と聞くとすぐにリビングに飛んできて、出てきたお菓子を自分の物かのように独占して食べ

始める。数回に分けて焼いていると、リビングの方を振り返った時には、もう前の回に焼いたお菓子は

きれいに完食…(笑)おかわりを待つ子犬のように、次の焼き上がりを待っていた。バレンタイン前夜も

期待をしているが、「これは食べられないよ」と話すと、期待を一気に落とされ、いかにもマンガのよ

うに思い切り肩を落として重い足取りで祖母のところへ行き、何も言わず静かに抱き着いて「食べたか

った」アピールを始める。多く作った分、「（いくつか）あげるよ～」と遠くから声をかけると、さっ

きまでの姿はなかったことのように起き上がって、しれっとお菓子をもらいに来た。肝心の男チームに

は、もちろん味見を多めに渡すくらいで済ませていた。(笑)我が家のバレンタインは、父や弟よりもま

りりんのための行事のようだった。(笑) 

      お弁当作り＆お花見  

      外食＆公園に行こう！  

      ナンカレーを作ろう！  

次回！３月のウィークエンドレポートは 

＊串焼きパーティー 

＊お好み焼きパーティー 

＊パスタ＆パフェ作り 

                  おたのしみに☆ 

２月９日に予定していたバレンタインお菓子作りは、 

雪により閉所になりました。 

またのご参加をお待ちしております☆ 

お忙しい中、そらの面談にお越しいただきありがとうございました。 

日頃、そらで見せてくれる顔とご家庭で見せている顔の違いを知り、職員一同、いろいろなことを感じることができました。

反対に、ご家族の方からも驚きの声があり、そらでの姿を知っていただけたように思います。今後も、保護者の皆様からの 

お話を活かし、支援に役立たせていただきますので、これからもどうぞよろしくお願い致します。 

また、保護者の皆様からのご相談やご意見等も気軽にお話しいただければと思います。いつでもお待ちしております！ 


